
上記に変更があったその日から30日以内提出提出期限 ※戸籍の変更届出日より 30 日を超えた場合は始末書を添付

申請対象

・登録事項における記載事項（氏名･生年月日･性別）に変更のある方
・旧姓併記を希望される方
・帰化による申請を希望される方
・新たに旧姓や通称名の併記を希望する方（旧姓のみ・通称名のみを登録者名に使用することはできません）
・現在記載されている氏名の新字体漢字を、旧字体に変更を希望する方
・現在記載されている旧姓や通称名の併記を削除する方（旧姓・通称名の削除のみの場合は、住民票の写しは不要です）

（免許証明書 ＝ 携帯型 ／ 免許証 ＝ 賞状型）【ニ級事】 東京都二級・木造建築士

登録事項変更申請のご案内

■遠隔地居住者について
離島及び隣接県以外（埼玉県／千葉県／神奈川県）の地域居住者の場合は、郵送申請・郵送交
付が可能です。上記必要書類１～６の他に右記２点を同封し、宅配便や書留等でご送付下さい。

1. 申請者の顔が確認できる公的身分証明書の写し
2. 返信代金として郵便局発行の「400 円の定額小為替」

追加同封物必要書類

注意事項

２　免許証（免許証明書）を亡失された場合は、併せて「再交付申請」の必要書類１と必要書類３が必要です。

１　やむを得ない理由により本人が持参出来ない場合には、代理人申請が可能です。

①やむを得ない理由を記した委任状 ②申請者本人の顔写真のある公的証明書の写し ③代理人に係る本人確認できる公的証明書（申請時に提示）
上記必要書類の他に下記３点をご持参下さい。ただし、免許証明書の受取りは必ず申請者本人になります。

証明写真は、以下の注意点を確認して下さい。規格から著しくかけ離れている、あるいは不適当な写真の場合は撮りなおしをお願いすることがあります
適当な写真の例

・申請者本人のみが正面を向いて撮影されたもの
・提出の日前 6ヶ月以内に撮影されたもの
・縁なしで右記図面の各寸法を満たしたもの
　（顔の寸法は図頂から顎まで）
・無帽であるもの（申請者）の申出により、外務大臣、
各都道府県知事又は領事官が宗教上又は医療上の理由
により顔の輪郭がわかる範囲で頭部を布などで覆うこ
とを認める場合を除く。）

・被写体が小さすぎる
・背景と人物の境目がわかりにくい
　（頭髪や衣服の襟等の色と背景が同系色で輪郭が見分けにくい等）
・眼鏡に光が反射している
・口を開き歯が必要以上に見えている
・サングラス、マスクを使用している
・前髪などが目を隠しており顔が確認しにくい
・ヘアバンド・帽子などで頭髪を覆っている
・写真が変色している、傷や汚れがある
・デジタル写真の場合、ジャギー（階段状のギザギザ模様）がある
・デジタル写真の場合、写真専用紙以外の用紙に印刷している

不適当な写真の例

提出写真規格
1. 申請者（請求者）本人のみが正面を向いて撮影
されたもの
2.提出の日前6ヶ月以内に撮影されたもの
3.縁なしで右記図面の各寸法を満たしたもの
（顔の寸法は頭頂から顎

あご
まで）

4. 無帽であるもの（申請者（請求者）の申出に 
より、外務大臣、各都道府県知事又は領事官が
宗教上又は医療上の理由により顔の輪郭が 
わかる範囲で頭部を布などで覆うことを認める 
場合を除く。）
5.背景（影を含む。）がないもの
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適当な写真例

不適当な写真例

帽子や幅の広いヘアバンド
により頭部が隠れているもの

衣服などにより顎
あご
などの

顔の一部が隠れているもの

顔や頭の器官が隠れる
装飾品などがあるもの

顔の輪郭が隠れるもの

実際の容姿と著しく
異なるもの（ウィッグなど）

髪が目（黒目）に
かかっているもの

服装・装飾品等

左右に傾いているもの

平常の顔貌と著しく
異なるもの（口角が上がるなど）

横を向いているもの

位置が片寄っているもの

顔の向き、表情等

背景に柄があるもの

背景の色が濃いもの

背景以外のものが
写り込んでいるもの

人物と背景の境界が
不明瞭なもの

背景※

不適当な写真による申請があった場合は、 
写真の撮り直しをお願いすることがあります。

旅
パスポート

券用提出写真についてのお知らせ

旅券用提出写真の規格は、渡航に関する国際的組織である国際民間航空機関（ICAO）の勧告に
基づいて定められております。旅券は海外において唯一の国際的身分証明書であり、旅券の写真
は本人確認をする上で重要となります。
また、渡航する国によっては、入国審査等の際に、人物を電子機器を用いて識別する顔認証技術
により本人確認を行うこともありますので、旅券の写真規格が国際規格に則ったものであるこ
とが非常に重要となります。
旅券用提出写真を準備される際は、これらの点をご理解の上、この「お知らせ」に記載の要件や 
注意事項をご確認いただき、写真の作成・提出をお願いします。

詳しくは、下記、外務省ホームページをご覧頂くか、外務省旅券課、各都道府県
の旅券窓口、または各日本大使館、総領事館などへお問い合わせください。
http://www.mofa.go.jp/mofaj/

外務省旅券課
平成28年4月
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現住所地にかかわらず東京都知事登録の二級・木造建築士の方の各種届出は、本人が必要書類を揃え本会まで持参願います。

二級・木造建築士
登録事項変更届・免許証明書書換え交付 申請書１

二級・木造建築士住所等の届出 1 と 2 に記入する氏名漢字の字体（新字、旧字など）は必ず統一２

本籍の記載のある住民票の写し（発行日から３０日以内） 本籍の記載があるもの／マイナンバーの記載がないもの
外国籍の方は国籍の記載を含む３

印鑑（認印） 提出時には、印鑑（認印可）を持参８
始末書（戸籍の変更届出日より30日を超えた場合のみ） 特定の書式なし。記入例については本会ＨＰをご参照願います(9)

※領収日付印のある「払込受付証明書」原本を１裏面に貼付
￥5,900(指定用紙にて事前払込)申請手数料払込受付証明書６

必ず申請者名で払い込み／払込書はダウンロード不可／手数料払込票
の無い方は、郵便局指定口座に振込の上、振込証明書を貼付

※郵便局を利用の方は 16 時迄
　に振込を済ませて下さい00100-7-69592口座番号 口  座  名 一般社団法人東京建築士会

本人が確認できる公的証明書／申請時に提示７
Ａ・健康保険・国民健康保険・共済組合員証 ・国民年金、厚生年金、共済年金手帳（証書）等
Ｂ・会社等の身分証明書（写真付きのもの）等 

【2 点必要な書類】（ＡとＢから１点づつ又はＡから２点）

【1点でよい書類】
運転免許証、パスポート、写真付き住民基本台帳カード
マイナンバーカード（通知カードは不可）、宅地建物取引士証 等

証明写真 ２枚（６ヶ月以内撮影 同じもの）５ 縦 45 ㎜×横 35 ㎜／無帽・無背景・正面上 3分身／※1と 2に貼付
※下記証明写真に関する注意事項を参照

ニ級・木造 建築士免許証（免許証明書）の原本と写し４ 原本は提示のみ ※免許証明書（携帯型）の交付時に旧免許証（免許証明書）
　の原本は回収

※亡失された方は注意事項２参照

(10)
※旧姓併記を希望する方のみ旧姓が記載されている、下記のいずれかをお持ちください
・旧姓の記載がある住民票の写し（上記必要書類 3と同一でも可能）
・旧姓の記載があるマイナンバーカードの写し（通知カードは不可）
・戸籍謄本（抄本）（発行日から３ヶ月以内）

旧姓の確認書類
（旧姓併記を希望の場合又は帰化による申請の場合）

現住所地にかかわらず東京都知事登録の二級・木造建築士の方の各種届出は、本人が必要書類を揃え本会まで持参願います。
必要書類（下記必要書類・各申請書式は都道府県毎に異なります） 注意事項


